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昭
和
で
い
う
と
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
の
春
で
あ
っ
た
。
昼
休
み
に
図
書
館
員
の
何
人
か
が
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
、「
市
島
先
生
の
日
記
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話
が
、
取
り
留
め
の
な
い
雑
談
の
中
で
あ
っ
た
。
我
々
が
勤
務
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
、
明
治
年
間
に
春
城
市
島
謙
吉
館
長
の
も
と
に
、
大
い
な
る
発
展
を
遂
げ
、
彼
自
身
が
当
時
の
日
本
文
庫
協
会
（
後
に
日
本
図
書
館
協
会
）
に
お
い
て
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
、
初
代
の
日
本
図
書
館
協
会
会
長
と
し
て
そ
の
後
の
図
書
館
界
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
で
あ
り
、
我
々
も
そ
の
事
を
あ
る
程
度
は
承
知
し
て
い
た
。
そ
の
時
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
。
　
柴
辻
俊
六
さ
ん
は
、
大
学
院
で
日
本
中
世
史
を
専
攻
さ
れ
て
、
図
書
館
の
古
文
書
担
当
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
　
酒
井
清
さ
ん
は
、
特
別
資
料
室
に
長
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
市
島
館
長
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
お
持
ち
だ
っ
た
。
　
春
城
の
出
身
は
新
潟
で
あ
る
。
渡
部
輝
子
さ
ん
は
高
田
の
出
で
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
で
高
木
純
一
先
生
（
後
に
学
部
長
、
常
任
理
事
）
と
親
し
く
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
高
木
先
生
が
早
稲
田
大
学
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
寄
附
金
募
集
に
奮
闘
し
た
市
島
謙
吉
の
記
録
「
背
水
録
」
を
読
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
高
木
先
生
は
渡
部
さ
ん
に
お
話
さ
れ
た
と
い
う
。
同
郷
の
新
潟
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
深
い
関
心
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
私
も
遇
々
新
潟
の
産
で
あ
り
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
の
夏
に
早
稲
田
大
学
職
員
の
就
職
試
験
の
面
接
で
、
当
時
図
書
館
の
副
館
長
を
さ
れ
て
い
た
加
藤
諄
先
生
（
会
津
八
一
の
門
下
生
で
、日
本
金
石
文
の
大
家
。平
成
十
五
（
二
〇
〇
二
）
年
九
二
歳
で
ご
逝
去
）
の
試
問
に
「
新
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潟
と
早
稲
田
と
の
関
係
は
色
々
在
る
が
、
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
お
る
か
」
が
あ
っ
た
。
　
私
は
父
が
教
員
で
当
時
赴
任
し
て
い
た
新
潟
県
北
蒲
原
郡
安
田
町
（
現
阿
賀
野
市
）
で
生
ま
れ
た
。
安
田
町
の
出
身
で
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
編
纂
者
吉
田
東
伍
の
こ
と
は
、
父
か
ら
聞
い
て
も
い
た
。
同
年
に
吉
田
博
士
生
誕
百
年
記
念
展
覧
会
を
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
の
を
見
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
小
野
記
念
講
堂
で
の
記
念
の
講
演
会
も
聴
い
た
。
父
か
ら
吉
田
博
士
が
安
田
の
旗
野
家
か
ら
新
津
（
今
の
新
潟
市
秋
葉
区
大
鹿
）
の
吉
田
家
に
養
子
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
聞
い
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
す
っ
か
り
加
藤
副
館
長
と
意
気
投
合
し
た
こ
と
で
、
当
時
か
な
り
就
職
が
困
難
な
中
、
早
稲
田
大
学
職
員
（
図
書
館
員
）
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。
　
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
配
属
さ
れ
た
の
が
和
漢
書
係
で
あ
っ
た
。
文
学
部
史
学
科
で
専
攻
し
た
の
は
西
洋
史
。
当
時
の
和
漢
書
係
の
ス
タ
ッ
フ
に
「
何
故
洋
書
に
行
か
な
い
で
和
書
な
の
だ
」
と
問
わ
れ
た
が
、
恐
ら
く
は
願
書
の
希
望
欄
「
日
本
の
典
籍
に
携
わ
り
た
い
」
と
書
い
た
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
学
部
時
代
に
教
わ
っ
た
教
員
の
一
人
に
定
金
右
源
二
先
生
が
お
ら
れ
た
。
あ
る
日
、
教
場
で
「
君
た
ち
は
西
洋
史
を
学
ぶ
が
、
そ
れ
を
主
と
し
て
卒
業
後
生
業
と
す
る
者
は
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
史
学
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
西
洋
史
の
分
野
か
ら
離
れ
て
も
生
き
て
い
く
も
の
だ
。
恐
ら
く
多
く
の
諸
君
は
日
本
の
文
化
と
か
と
い
う
身
近
な
と
こ
ろ
に
回
帰
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
に
学
問
の
あ
り
方
と
し
て
私
達
が
伝
え
た
も
の
を
生
か
し
て
い
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
」
と
定
金
教
授
が
説
い
た
こ
と
が
強
い
印
象
と
し
て
今
も
記
憶
す
る
と
こ
ろ
だ
。
　
図
書
館
和
漢
書
係
で
の
一
年
間
、
法
学
部
教
員
図
書
室
出
向
一
年
半
、
受
入
係
（
海
外
と
の
交
渉
担
当
）、
そ
し
て
半
年
間
の
ハ
ワ
イ
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
出
向
、
帰
国
後
和
漢
書
係
に
戻
る
。
洋
と
和
と
の
行
き
来
が
取
り
混
ざ
っ
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
　
校
費
に
よ
る
『
留
学
』
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ワ
イ
イ
ー
ス
ト
ウ
エ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
等
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
が
来
れ
ば
、
接
待
役
が
回
っ
「
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誌
」
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来
る
の
も
仕
事
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
に
苦
と
し
た
英
会
話
も
半
年
で
、
ま
あ
何
と
か
相
手
の
言
う
こ
と
を
理
解
で
き
て
会
話
が
成
り
立
ち
、
役
目
を
果
た
せ
た
。
後
に
受
入
係
海
外
と
の
寄
贈
交
換
業
務
に
移
動
し
た
後
も
、
英
文
で
の
通
信
な
ど
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
出
来
た
。
　
そ
ん
な
頃
、
冒
頭
の
市
島
先
生
の
日
記
を
読
む
こ
と
が
日
溜
り
に
集
ま
っ
た
人
達
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
想
い
起
せ
る
の
は
、
今
な
お
ご
一
緒
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
渡
部
さ
ん
、酒
井
さ
ん
で
あ
る
。他
に
山
本
信
男
さ
ん
（
故
人
）、村
井
由
敬
さ
ん
等
と
わ
い
わ
い
や
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
　
当
時
の
図
書
館
長
に
就
任
さ
れ
た
の
が
濱
田
泰
三
法
学
部
教
授
。
法
学
部
出
身
の
山
本
さ
ん
の
口
添
え
も
あ
り
、
我
々
の
春
城
日
誌
の
翻
刻
・
解
題
の
第
一
回
が
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
三
月
だ
っ
た
。
山
本
さ
ん
は
、
図
書
館
紀
要
の
編
集
担
当
を
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
退
職
さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
日
本
図
書
館
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
市
島
謙
吉
」
（『
図
書
館
を
育
て
た
人
々
・
日
本
編
Ⅰ
』
一
九
八
三
）
の
著
者
で
あ
る
田
口
親
さ
ん
と
当
時
参
考
室
の
責
任
者
を
さ
れ
て
い
た
中
沢
保
さ
ん
（
故
人
）
に
は
顧
問
と
し
て
諸
事
ご
指
導
を
頂
い
た
。
　
日
誌
を
読
む
会
は
、
渡
部
さ
ん
、
酒
井
さ
ん
、
柴
辻
さ
ん
と
私
の
四
人
で
、
昼
休
み
に
当
時
の
教
職
食
堂
で
ス
タ
ー
ト
し
た
（
教
職
食
堂
は
、
今
の
大
隈
会
館
の
あ
る
場
所
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
竣
工
。
大
正
期
に
建
設
さ
れ
た
学
生
ホ
ー
ル
に
増
築
さ
れ
た
も
の
。
学
生
ホ
ー
ル
そ
の
も
の
は
山
一
證
券
の
創
設
者
で
あ
っ
た
小
池
国
三
の
寄
附
金
を
基
に
な
っ
た
も
の
）。
　
明
治
三
十
七
年
分
ま
で
は
、
そ
の
頃
年
に
二
回
発
行
さ
れ
て
い
た
『
図
書
館
紀
要
』
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
半
年
に
日
誌
の
一
年
分
を
読
み
切
る
の
に
は
力
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
三
十
八
年
の
も
の
か
ら
は
、
半
年
分
づ
つ
載
せ
る
こ
と
に
し
て
も
ら
っ
た
。
　
こ
の
頃
、
柴
辻
さ
ん
が
抜
け
て
藤
原
秀
之
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
例
会
は
週
一
回
、
昼
休
み
を
利
用
し
、
場
所
は
図
書
館
の
会
議
室
や
渡
─　　─90
部
さ
ん
の
職
場
で
あ
っ
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
室
等
で
行
っ
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
例
会
を
行
な
う
場
所
は
変
遷
し
た
。
場
所
を
求
め
て
の
苦
労
は
今
な
お
続
い
て
い
る
。
　
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
前
後
、
早
稲
田
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事
業
構
想
策
定
の
作
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
図
書
館
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
手
狭
に
も
な
っ
て
い
た
し
、
七
号
館
（
雑
誌
、
学
習
図
書
、
視
聴
覚
資
料
）
や
先
に
触
れ
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
室
は
十
二
号
館
の
生
協
売
店
の
跡
、
に
分
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
百
周
年
に
大
図
書
館
を
建
設
す
る
と
い
う
期
待
は
、
我
々
図
書
館
員
だ
け
で
は
な
く
、
全
学
的
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
っ
た
。
図
書
館
は
、
理
想
の
大
学
図
書
館
を
目
指
し
、
自
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
す
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
濱
田
館
長
の
ご
理
解
も
あ
り
、
図
書
館
の
持
つ
機
能
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
直
し
、
次
世
代
の
図
書
館
、
情
報
発
信
基
地
を
模
索
す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。
手
法
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
小
集
団
活
動
、
Ｑ
Ｃ
理
論
を
取
り
入
れ
た
全
館
挙
げ
て
熱
気
溢
れ
る
時
期
が
続
い
た
。
私
も
大
学
の
百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
に
書
記
と
し
て
の
仕
事
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
活
動
の
事
務
局
を
担
当
し
た
り
し
て
、
か
な
り
の
激
務
の
中
で
あ
っ
た
が
、
渡
部
さ
ん
、
酒
井
さ
ん
の
意
欲
に
励
ま
さ
れ
て
春
城
日
誌
研
究
会
も
続
け
て
い
っ
た
。
　
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
安
部
球
場
の
跡
地
に
新
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
と
研
究
会
議
棟
の
複
合
施
設
）
が
完
成
。
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
始
動
も
伴
い
、
帰
宅
も
連
日
夜
中
と
い
う
日
々
だ
っ
た
。
　
今
思
い
起
し
て
も
、
こ
の
時
期
図
書
館
は
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
私
自
身
も
こ
の
頃
新
館
準
備
の
仕
事
に
加
え
て
、「
幕
末
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」、「
井
伏
鱒
二
展
」
等
、
数
え
挙
げ
れ
ば
十
回
以
上
の
展
覧
会
を
担
当
し
た
。
丸
善
の
仙
台
店
、
名
古
屋
店
で
も
「
出
張
展
覧
会
」
を
行
な
う
な
ど
、
所
蔵
す
る
資
料
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
携
わ
っ
た
。
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
に
小
田
急
デ
パ
ー
ト
で
開
催
し
た
「
大
隈
重
信
生
誕
一
五
〇
年
記
念
展
覧
会
」
は
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
も
あ
っ
た
。
遇
々
、
時
の
首
相
が
校
友
の
竹
下
登
氏
で
あ
っ
た
の
で
、
会
期
中
に
来
場
を
期
待
し
た
の
だ
っ
た
が
、
政
務
多
忙
で
同
じ
く
校
友
の
小
渕
恵
三
内
閣
官
房
長
「
春
城
日
誌
」
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官
が
竹
下
首
相
の
代
理
と
し
て
臨
場
。
西
原
春
夫
総
長
と
伴
に
小
渕
長
官
に
展
示
資
料
の
説
明
の
役
割
を
担
っ
た
。
　
図
書
館
の
広
報
誌
と
し
て
の
『
蔦
』
の
創
刊
、『
ら
い
ぶ
と
び
あ
』、『
ふ
み
く
ら
』
を
担
当
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
　
平
成
三
、
四
（
一
九
九
一
、
二
）
年
に
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
に
市
島
が
遺
し
た
「
館
長
日
誌
」（
明
治
三
十
六
〜
三
十
八
年
）
を
翻
刻
し
、
解
説
を
つ
け
て
掲
載
し
た
。
こ
の
仕
事
は
春
城
日
誌
研
究
会
（
渡
部
さ
ん
、
酒
井
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
、
金
子
）
と
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
』
の
編
集
委
員
会
か
ら
鎌
倉
喜
久
恵
さ
ん
、
中
西
裕
さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
た
。
　
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
一
月
に
図
書
館
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
市
島
春
城
展
」（
没
後
五
十
年
記
念
）
に
は
、
酒
井
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
と
私
に
加
え
て
能
登
康
弘
さ
ん
が
展
示
委
員
会
と
し
て
実
務
に
当
っ
た
。
そ
の
後
、
能
登
さ
ん
も
研
究
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
　
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
人
事
部
が
職
員
の
自
主
的
研
究
会
へ
の
助
成
金
交
付
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
機
会
と
し
て
、
こ
れ
に
応
募
し
た
。
幸
い
我
々
の
企
画
が
認
め
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
手
弁
当
で
賄
っ
て
き
た
資
料
の
コ
ピ
ー
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
に
伴
う
経
費
に
宛
て
る
事
が
出
来
た
。
人
事
部
の
自
主
的
研
究
会
助
成
は
、
こ
れ
を
含
め
計
三
回
認
め
ら
れ
た
事
は
、
会
の
運
営
上
、
非
常
に
有
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
四
十
三
年
分
の
読
み
会
か
ら
柴
辻
さ
ん
が
復
帰
。
総
務
部
の
岸
ヤ
ス
江
さ
ん
、
図
書
館
を
退
職
さ
れ
た
松
井
叶
子
さ
ん
と
外
部
の
方
だ
が
、
柴
辻
さ
ん
の
ご
紹
介
で
練
馬
区
の
松
田
仙
三
さ
ん
が
加
わ
っ
た
が
一
年
で
退
か
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
分
か
ら
井
口
牧
二
さ
ん
が
加
わ
る
。
こ
の
頃
は
、
人
数
の
関
係
も
あ
り
業
務
の
終
っ
た
後
に
当
時
の
教
職
員
ク
ラ
ブ
を
使
っ
た
。
回
数
は
週
一
回
だ
っ
た
。
　
明
治
四
十
三
年
、
四
十
四
年
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
行
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
）
に
進
ん
だ
こ
ろ
は
、
現
役
の
会
員
が
時
間
の
都
合
を
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
加
え
て
渡
部
さ
ん
、
酒
井
さ
ん
が
定
年
退
職
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
松
井
さ
ん
を
含
め
て
例
会
の
持
ち
方
が
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
、
私
が
定
年
退
職
。
大
正
期
の
分
は
酒
井
さ
ん
、
松
井
さ
ん
、
渡
部
さ
ん
と
退
職
者
だ
け
で
進
め
て
、
現
─　　─92
在
に
至
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
仕
事
の
結
果
が
、
マ
ス
コ
ミ
や
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
担
当
し
た
我
々
と
し
て
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
　
『
月
刊
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
』
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
の
一
、
二
月
合
併
号
で
「﹇
未
公
刊
日
記
﹈
の
魅
力
」
に
春
城
日
誌
が
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
十
一
月
二
十
九
日
の
『
産
経
新
聞
』
に
「
早
大
の
初
期
経
営
を
支
え
た
市
島
謙
吉
の
日
誌
出
版
へ
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。
　
日
誌
の
明
治
四
十
一
年
の
も
の
を
引
用
し
、
大
学
基
金
募
集
で
時
の
桂
太
郎
首
相
に
会
い
即
座
に
五
百
円
の
申
込
み
を
得
た
、
と
市
島
の
活
動
を
紹
介
。
大
学
史
編
集
所
が
こ
れ
を
出
版
す
る
と
い
う
計
画
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
記
事
の
コ
ピ
ー
を
当
時
大
学
の
広
報
課
か
ら
渡
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
だ
け
で
、
取
材
さ
れ
た
記
憶
は
私
に
は
な
い
。
　
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
六
月
四
日
の
『
山
陽
新
聞
』
に
「
大
原
孫
三
郎
主
催
倉
敷
日
曜
講
演
で
来
岡
、
大
隈
重
信
の
行
動
克
明
に
」
と
し
て
明
治
四
十
四
年
に
大
隈
に
随
行
し
た
市
島
の
日
記
を
取
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
時
校
友
会
岡
山
支
部
長
の
原
圭
一
郎
氏
（
三
十
四
年
商
学
部
卆
）
に
、
原
氏
の
祖
父
原
澄
冶
氏
に
つ
い
て
私
が
書
い
た
論
考
を
紹
介
し
た
こ
と
が
縁
で
、『
山
陽
新
聞
』
が
取
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
。
　
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月
に
『
春
城
師
友
録
』（
知
の
自
由
人
叢
書
／
国
書
刊
行
会
刊
）
が
山
口
昌
男
氏
の
監
修
で
刊
行
さ
れ
た
。
民
俗
学
が
専
攻
だ
が
、
幅
広
く
社
会
論
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
山
口
氏
が
、
市
島
の
随
筆
集
か
ら
交
友
の
あ
っ
た
人
々
を
取
上
げ
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
口
氏
に
は
一
度
お
目
に
掛
か
っ
て
、
春
城
日
誌
翻
刻
の
抜
き
刷
り
を
お
渡
し
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
本
の
解
説
で
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
こ
で
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
に
春
城
の
日
記
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
こ
れ
が
も
の
す
ご
く
面
白
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
春
城
日
誌
」
研
究
会　
茫
茫
二
十
五
年
─　　─93
　
日
本
近
世
文
芸
史
研
究
の
川
添
裕
氏
に
は
「
早
稲
田
大
学
で
進
行
す
る
市
島
春
城
お
よ
び
三
村
竹
清
の
日
記
の
活
字
化
、
公
刊
（
前
者
は
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』、
後
者
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
刊
『
演
劇
研
究
』）
は
、
き
わ
め
て
意
義
の
大
き
い
地
道
な
文
化
的
事
業
」
と
評
価
し
て
頂
い
た
（『
此
花
』『
風
俗
図
説
』
解
説
、
ゆ
ま
に
書
房
刊
／
二
〇
〇
七
年
）。
　
ま
た
、『
春
城
師
友
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
平
成
十
八
年
の
五
月
に
市
島
の
生
誕
地
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
で
「
市
島
春
城
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
地
（
旧
水
原
町
）
に
生
家
の
一
部
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
が
阿
賀
野
市
所
有
と
な
っ
た
の
を
記
念
し
、
地
元
の
有
志
が
市
島
を
顕
彰
と
生
家
跡
保
存
を
目
的
と
し
て
の
催
し
で
あ
っ
た
。
当
時
の
春
城
日
誌
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
も
全
員
参
観
、
私
が
記
念
講
演
「
市
島
春
城
の
人
と
生
涯
」
を
行
な
っ
た
。
会
場
で
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
矢
吹
彰
男
氏
（
母
市
島
二
女
ヒ
サ
）
に
お
目
に
か
か
れ
た
の
も
喜
び
だ
っ
た
。
　
こ
の
時
代
表
者
（
実
行
委
員
長
）
の
渡
辺
勇
氏
（
元
水
原
町
町
長
）
の
強
い
意
志
で
、
市
島
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
「
春
城
会
」
が
会
員
百
名
余
を
集
め
て
十
月
に
設
立
さ
れ
た
。（
こ
の
会
に
つ
い
て
は
、
同
会
の
旗
野
博
氏
の
ご
寄
稿
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
）
　
こ
の
間
、
市
島
四
女
ミ
ツ
の
ご
養
子
の
栄
治
氏
が
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
日
誌
を
読
み
始
め
た
頃
か
ら
、
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
助
言
を
仰
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
　
栄
治
氏
の
ご
紹
介
で
、
市
島
宗
家
の
当
主
の
市
島
信
様
に
お
会
い
し
た
の
が
平
成
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
来
、
翻
刻
さ
れ
た
日
誌
を
お
届
け
し
た
り
し
、
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
新
潟
県
随
一
の
大
地
主
市
島
家
を
担
っ
て
き
た
夫
人
の
気
概
や
見
識
に
は
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
昭
和
十
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
日
舞
を
広
め
る
こ
と
も
志
し
た
と
い
う
。
伺
う
度
に
、
私
の
知
ら
な
い
新
し
い
知
識
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
　
信
様
か
ら
、
文
京
区
千
駄
木
の
土
地
約
五
百
坪
と
宅
地
の
早
稲
田
大
学
へ
の
寄
贈
契
約
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、「
春
城
日
誌
」
を
と
お
し
て
の
交
流
が
生
ん
だ
賜
物
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
信
様
は
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
に
長
逝
さ
れ
た
。
享
年
九
十
─　　─94
八
歳
で
あ
っ
た
。
　
今
回
の
特
集
に
栄
治
氏
の
こ
と
は
市
島
真
二
さ
ん
、
信
様
の
こ
と
は
森
治
子
さ
ん
が
ご
寄
稿
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
私
の
綴
る
こ
と
は
こ
の
辺
に
留
め
た
い
。
　
二
十
五
年
の
間
に
、
こ
の
日
誌
を
基
に
し
、
発
表
し
た
も
の
を
記
し
て
、
終
わ
り
と
し
た
い
。
関
係
論
考
（
金
子
宏
二
執
筆
） 　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲
載
誌
等
／
号
／
発
行
者
／
刊
行
年
月
一
．
春
城
・
市
島
謙
吉
│
そ
の
生
涯
と
大
隈
重
信 
『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
57
・
58
（
89
・
３
）
二
．
市
島
春
城
と
早
稲
田
大
学
図
書
館 
『
蒲
原
』
85
（
93
・
10
）
三
．
歴
史
を
変
え
た
早
稲
田
人
│
市
島
春
城
（
上
・
下
） 
『
新
鐘
』
52
、
53
（
95
・
６
－
11
）
四
．
学
宛
経
営
の
基
礎
を
築
く
│
市
島
春
城
と
早
稲
田
大
学 
『
早
稲
田
学
報
』
1061
（
96
・
４
）
五
．
早
稲
田
大
学
越
佐
会
│
新
潟
県
出
身
学
生
の
活
動 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
28
（
96
・
９
）
六
．
日
清
印
刷
株
式
会
社
の
創
業
に
つ
い
て
│
早
稲
田
大
学
関
係
者
の
起
業 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
29
（
97
・
９
）
七
．
早
稲
田
大
学
越
佐
会
│
一
九
三
二
年
以
降
の
活
動 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
30
（
98
・
７
）
八
．
大
隈
老
侯
記
念
名
流
精
華
集
│
大
隈
講
堂
建
設
記
念
事
業
基
金
募
集
美
術
展
覧
会
図
録
に
つ
い
て
 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
31
（
99
・
７
）
九
．
市
島
謙
吉
書
簡
（
原
澄
冶
宛
四
通
）
│
寺
尾
元
彦
留
学
一
件
資
料 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
32
（
00
・
７
）
十
．
市
島
謙
吉
・
増
子
喜
一
郎 
『
早
稲
田
実
業
学
校　
百
年
を
彩
る
人
び
と
』（
01
・
４
）
「
春
城
日
誌
」
研
究
会　
茫
茫
二
十
五
年
─　　─95
十
一
．
東
京
専
門
学
校
講
師
時
代
の
市
島
謙
吉
に
つ
い
て 
『
早
稲
田
大
学
大
学
史
記
要
』
33
（
01
・
９
）
十
二
．
高
田
早
苗
の
起
業
活
動 
『
高
田
早
苗
の
総
合
的
研
究
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
02
・
10
）
十
三
．『
市
島
清
松
小
伝
』 
春
城
日
誌
研
究
会
（
04
・
６
）
（
か
ね
こ　
こ
う
じ　
元
早
稲
田
大
学
図
書
館
員
）
